
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
１
２ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 
顔
面
①
ソ
ウ
ハ
ク
（
蒼
白 

）
を
も
じ
っ
た
「
（
１
）
顔
面
総
白
」
の
創
作
四
字
熟
語
が
登
場
し

た
の
は
２
０
０
９
年
だ
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本
に
「
上
陸
」
し
て
流
行
し
、
マ
ス
ク

が
売
り
切
れ
に
。
白
い
マ
ス
ク
顔
が
街
に
あ
ふ
れ
て
外
国
人
観
光
客
を
驚
か
せ
た
▼
初
夏
か
ら
の
流

行
に
、「
マ
ス
ク
は
冬
の
（
２
）
風
物
詩
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
た
。
保
育

所
が
休
養
し
た
り
、
修
学
旅
行
の
中
止
が
生
徒
を
泣
か
せ
た
り
、
ピ
リ
ピ
リ
し
て
身
構
え
た
記
憶
が

よ
み
が
え
る
、
韓
国
の
ウ
イ
ル
ス
禍
で
あ
る
▼
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
は
増
え
て
、
死
者
は
１
６
人
を
数
え
る
。
社
会
不
安
は
広
が
り
、
②
ヒ
ャ
ッ
カ
（
百
貨 

）

店
の
売
り
上
げ
や
遊
園
地
の
入
場
客
も
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
。
③
朴
槿
恵
（
パ
ク
ク
ネ
）
大
統

領
は
訪
米
を
④
エ
ン
キ
（
延
期 
）
し
た
▼
⑤
サ
ッ
コ
ン
（
昨
今 

）
の
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
目
に
し

た
の
は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
ひ
も
を
結
ん
だ
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
だ
っ
た
。
今
度
の
は
丸
い
。
周
り
の

⑥
ト
ッ
キ
（
突
起 

）
が
太
陽
の
コ
ロ
ナ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た
。
あ
れ
や
こ
れ
や
、

次
か
ら
次
へ
と
、
ミ
ク
ロ
の
病
原
体
に
人
類
が
攻
め
ら
れ
て
い
る
図
と
い
え
る
▼
⑦
疫
病
（
え
き
び

ょ
う
）
の
流
行
は
、
さ
さ
い
な
⑧
チ
ョ
ウ
コ
ウ
（
兆
候 

）
か
ら
始
ま
る
の
が
常
の
よ
う
だ
。
小
説

だ
が
、（
３
）
カ
ミ
ュ
の
名
作
「
ペ
ス
ト
」
は
、
医
師
が
階
段
で
１
匹
の
死
ん
だ
ネ
ズ
ミ
に
つ
ま
ず

く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
が
（
４
）
燎
原
の
火
の
前
兆
だ
っ
た
。
今
回
、
韓
国
で
は
、
最
初
の

患
者
へ
の
対
応
の
誤
り
が
広
が
り
を
招
い
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
▼
ウ
イ
ル
ス
は
い
つ
ど
こ
へ
飛

び
火
し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
⑨
他
人
事
（
ひ
と
ご
と
）
で
い
ら
れ
る
国
は
あ
る
ま
い
。（
５
）
水

際
の
備
え
を
万
全
に
し
て
、
万
一
の
と
き
も
素
早
く
消
し
止
め
た
い
。
隣
国
の
早
い
⑩
シ
ュ
ウ
ソ
ク

（
終
息 

）
を
願
い
な
が
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 

〔
２
０
１
５
年
６
月
１
６
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
（
１
）
は
ど
ん
な
状
態
を
表
現
し
た
も
の
か
、
３
５
字
程
度
で
答
え
よ
う
。 

 
 

（
新
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
の
白
い
マ
ス
ク
を
付
け
た
人
が
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状
態
。） 

問
三 

傍
線
部
（
２
）
の
意
味
を
答
え
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
１
つ
ず
つ
答
え
よ
う
。 

 

・
意
味
（
季
節
感
を
感
じ
さ
せ
、
接
す
る
人
に
何
ら
か
の
感
動
を
催
さ
せ
る
も
の
。） 

 

・〔
答
例
〕
春
（ 

入
学 

 

）
夏
（ 

花
火 
 

）
秋
（ 

さ
ん
ま 

）
冬
（ 

雪 
 
 

） 

問
四 

傍
線
部
（
３
）
の
作
品
を
、
次
か
ら
選
び
記
号
に
○
を
つ
け
よ
う
。 

 
 

ア 

『
城
』 

 

イ 

『
嘔
吐
』 
 

ウ 

『
居
酒
屋
』 

○エ 

『
異
邦
人
』 

問
五 

傍
線
部
（
４
）
は
、「
ペ
ス
ト
」
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
か
。 

 
 

（
野
原
に
燃
え
広
が
る
火
の
よ
う
に
、
防
ぎ
よ
う
が
な
く
流
行
す
る
状
態
に
な
る
こ
と
。） 

問
六 

傍
線
部
（
５
）
の
具
体
的
な
場
所
を
３
字
以
内
で
、
２
か
所
答
え
よ
う
。 

 
 

 

 
 

〔
答
例
〕（ 

港 
 
 

）（ 

空
港 

 
 

） 

問
七 

各
段
落
の
内
容
を
２
０
字
～
３
０
字
の
一
文
で
ま
と
め
よ
う
。 

〔
答
例
〕
一
段
落
：（
２
０
０
９
年
、
日
本
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
。） 

 

〔
答
例
〕
二
段
落
：（
現
在
、
韓
国
で
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
災
難
が
広
が
っ
て
い
る
。） 

 

〔
答
例
〕
三
段
落
：（
韓
国
で
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
死
者
は
１
６
人
を
数
え
る
。） 

 

〔
答
例
〕
四
段
落
：（
エ
ボ
ラ
・
コ
ロ
ナ
と
病
原
体
に
人
類
が
攻
め
ら
れ
て
い
る
。） 

 

〔
答
例
〕
五
段
落
：（
韓
国
で
は
最
初
の
患
者
へ
の
対
応
の
誤
り
が
広
が
り
を
招
い
た
。） 

 

〔
答
例
〕
六
段
落
：（
水
際
の
備
え
を
万
全
に
し
、
万
一
の
感
染
に
も
素
早
く
対
処
し
た
い
。） 


